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は
じ
め
に

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
七
（
一
四
八
五
）
年
一
二
月
一
一
日
条
は
、
山
城

国
一
揆
に
関
す
る
記
事
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

　
　

一  

今
日
山
城
国
人
集
会
《（
割
注
）
上
ハ
六
十
歳
、下
ハ
十
五
六
云
々
》、同
一
国

中
土
民
等
群
集
、
今
度
両
陣
時
宜
為
申
定
之
故
云
々
、
可
然
歟
、
但
又
下
極

上
之
至
也
、
両
陣
之
返
事
問
答
之
様
如
何
、
未
聞
、

あ
る
い
は
、
六
○
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
が
集
会
に
参
加
す
る
成
人
の
年
齢
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

「
時
宜
」
と
い
う
語
で
あ
る
。「
土
民
等
」
が
「
両
陣
時
宜
」
を
申
し
定
め
る
た
め
に

群
集
し
た
と
読
め
る
が
、
こ
の
部
分
を
文
脈
に
即
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
、
辞

書
に
記
さ
れ
た
語
義
、
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
記
さ
れ
た
①
「
そ
の
時
の

状
況
」、
②
「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
い
っ
た
意
味
で
は
、
解
釈
し
難
い
よ
う
に
思

う
。「

時
宜
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
斉
木
一
馬
氏
が
状
況
・
時
期
を
現
す

「
時
宜
」
と
い
う
語
が
「
貴
人
の
意
向
、貴
人
の
機
嫌
」
を
意
味
す
る
用
例
が
多
い
こ

と
を
指
摘
し①
、
こ
れ
を
受
け
て
佐
藤
進
一
氏
が
鎌
倉
期
・
室
町
期
の
用
例
の
検
討
を

行
っ
た②
。
こ
の
佐
藤
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
、「
時
宜
」
と
い
う
語
が
「
時
の
権
力
者
の

意
向
」
の
意
味
を
持
つ
こ
と
を
周
知
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
く
、「
時
宜
」
と
い
う
語
の

検
討
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

佐
藤
氏
は
十
五
世
紀
の
「
時
宜
」
と
い
う
語
が
、
時
々
の
状
況
へ
の
適
合
の
意
味

の
他
、
権
力
者
の
意
向
を
示
す
こ
と
を
明
か
に
し
た
上
で
、
十
三
・
十
四
世
紀
の
事

例
、
十
二
世
紀
の
事
例
と
遡
っ
て
検
討
を
行
い
、
十
一
世
紀
初
頭
に
は
十
五
世
紀
と

同
様
の
意
味
で
、「
時
宜
」（「
時
議
」）
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
検
討
の
中
で
「
時
宜
」
お
よ
び
「
時
議
」
は
基
本
的
に
同
義
と
評
価
し
、

そ
の
使
い
分
け
に
経
時
的
な
変
化
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、①
十
二
世
紀
以
前
に
お
い
て
は
「
時
議
」
は
用
い
ら
れ
て
も
「
時

宜
」
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
②
十
四
世
紀
以
前
は
「
時
宜
」
と
併
用

さ
れ
な
が
ら
も
「
時
議
」
が
多
く
、
③
十
五
世
紀
に
は
「
時
宜
」
が
一
般
的
で
「
時

議
」
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
佐
藤
氏
は
「
時
宜
」
の
論
考
の
小
括
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
点
に
言

及
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
時
議
」
先
行
を
考
え
た
と
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
本
来
漢

語
と
同
義
も
し
く
は
類
似
の
語
義
に
用
い
ら
れ
た
「
時
宜
」
が
、「
時
議
」
と
同

義
に
も
ち
い
ら
れ
る
原
因
や
経
過
を
何
ら
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に

も
ま
し
て
問
題
な
の
は
、そ
の
よ
う
に
し
て
「
時
宜
」
が
「
時
議
」
と
同
義
に
、

特
定
の
権
力
者
の
意
志
・
判
断
の
意
に
用
い
ら
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
て
も
、「
時

南
北
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宜
」
の
本
来
の
語
義
も
失
わ
れ
な
い
ば
か
り
か
、「
時
議
」
も
亦
「
時
宜
」
本
来

の
語
義
に
用
い
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
時
議
」、「
時
宜
」
と
も
に
二
義
（
或
い
は

多
義
？
）
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

時
期
的
な
前
後
関
係
は
明
ら
か
だ
が
、「
時
々
の
状
況
へ
の
適
合
」
と
「
特
定
の
権
力

者
の
意
志
・
判
断
」
の
意
味
の
併
存
と
、「
時
宜
」
と
「
時
議
」
の
語
の
併
存
が
、
依

然
、
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
検
討
を
試
み
る
の
は
、「
時
宜
」
と
「
時
議
」
が
併
存
し
た
十
四
世
紀
に
お

け
る
事
例
で
あ
る
。
佐
藤
氏
が
残
さ
れ
た
問
題
と
し
た
、「
時
宜
」・「
時
議
」
と
い
う

語
の
併
存
と
、
そ
の
意
味
の
併
存
を
一
四
世
紀
の
日
記
史
料
の
用
例
か
ら
検
討
し
、

前
述
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
お
け
る
「
時
宜
」
の
解
釈
の
可
能
性
を
検
討
を

し
た
い
。
別
稿
に
お
い
て
『
園
太
暦
』
の
「
時
宜
」
と
「
時
議
」
の
用
例
を
検
討
し
、

「
時
宜
」
に
つ
い
て
は
個
人
的
な
「
意
向
」
や
「
機
嫌
」
の
含
意
が
多
く
、治
天
で
あ

れ
ば
「
聖
断
」
に
近
い
意
味
が
強
い
。「
時
議
」
は
用
例
自
体
が
六
例
と
少
な
く
「
群

議
」
へ
の
近
似
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
指
摘
で
き
な
い
ま
で
も
、「
時
宜
」
と
比
較
す

る
と
、「
個
人
の
意
向
」「
個
人
の
機
嫌
」
と
い
う
要
素
は
薄
い
、
と
い
う
点
を
指
摘

し
た注
。
こ
の
『
園
太
暦
』
に
お
け
る
「
時
宜
」
と
「
時
議
」
の
差
異
が
、
南
北
朝
期

の
他
の
古
記
録
で
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
く
る
の
か
、
以
下
具
体
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

第
一
章　
『
師
守
記
』
の
「
時
議
」
と
「
時
儀
」

『
師
守
記
』
に
お
い
て
「
時
宜
」「
時
議
」「
時
儀
」
の
用
例
は
あ
わ
せ
て
二
八
件
確

認
で
き
た
。
そ
の
内
、「
時
議
」
の
用
例
が
最
も
多
く
二
〇
件
、
つ
い
で
「
時
儀
」
が

七
件
、「
時
宜
」
の
用
例
が
一
件
で
あ
る
。
ま
た
、
諮
問
に
対
す
る
返
答
の
形
の
用
例

が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
を
あ
わ
せ
て
一
八
件
含
ま
れ
る③
。

第
一
節　
『
師
守
記
』
の
「
時
宜
」
と
「
時
儀
」

唯
一
の
例
と
な
る
時
宜
の
例
は
、貞
和
五
（
一
三
四
九
）
年
六
月
二
八
日
条
の
由
奉

幣
に
関
し
て
の
記
述
で
あ
る
。

　
　

  

今
日
為
蔵
人
右
中
弁
俊（

坊
城
）冬

奉
行
被
尋
下
云
、
為
御
方
違
、
来
月
十
四
日
可
有
行

幸
六
条
殿
候
、
同
十
七
日
可
為
由
奉
幣
行
幸
候
、
件
行
幸
若
三
ケ
日
御
神
事
候

哉
、
然
者
六
条
殿
可
為
仏
閣
候
歟
、
御
神
事
中
不
可
叶
候
哉
、
若
又
可
為
前
斎

許
候
哉
、
先
規
可
令
注
進
給
候
、（
中
略
）
御
返
事
云
為
御
方
違
、
来
月
十
四
日

行
幸
六
条
殿
、
同
十
七
日
可
有
由
奉
幣
行
幸
、
件
行
幸
為
前
日
三
ヶ
日
御
神
事

哉
否
、
粗
雖
引
勘
候
、
先
規
只
今
不
詳
候
、
凡
伊
世
事
前
後
斎
候
歟
、
然
者
十
四

日
行
幸
六
条
殿
、
若
不
可
有
其
難
候
哉
、
且
如
祈
年
祭
并
祈
年
穀
奉
幣
前
後
斎

日
、
行
幸
六
条
殿
例
聊
見
及
候
、
可
在
時
宜
候
歟
、（
後
略
）④

六
条
殿
へ
の
方
違
行
幸
が
、由
奉
幣
に
差
し
障
り
が
在
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
、

坊
城
俊
冬
か
ら
中
原
師
茂
に
諮
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
師
茂
は
、
直
接
該
当
す

る
先
例
は
見
あ
た
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
祈
年
祭
・
祈
念
穀
奉
幣
の
例
を
あ
げ
、
六

条
殿
へ
の
行
幸
が
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
と
返
答
し
、「
状
況
に
合
致
し
て
い
る
」
と
い

う
意
味
で
「
時
宜
在
る
べ
し
」
と
結
ん
で
い
る⑤
。
実
際
の
由
奉
幣
お
よ
び
大
嘗
祭
自

体
は
、
十
一
月
が
花
園
法
皇
の
一
周
忌
あ
た
る
こ
と
か
ら
延
引
さ
れ⑥
、
同
年
一
二
月

一
四
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る⑦
。
こ
の
用
例
の
文
脈
、
由
奉
幣
を
巡
る
経
緯
か
ら
も
こ

の
「
時
宜
」
の
特
異
な
点
は
見
い
だ
し
得
な
い
。『
師
守
記
』
の
「
時
宜
」
唯
一
の
事

例
と
し
て
確
認
す
る
に
と
ど
め
、
他
の
用
例
検
討
を
進
め
た
い
。

「
時
儀
」
の
事
例
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

注　

  「『
園
太
暦
』
の
「
時
宜
」
と
「
時
議
」」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
三
五
号
、

二
〇
一
九
年
）
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先
ず
、「
そ
の
時
の
儀
式
」
を
指
す
と
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
に
つ
い
て
触
れ

た
い
。

貞
治
七
（
一
三
六
八
）
年
正
月
三
日
、
勘
解
由
小
路
兼
綱
は
、
広
橋
仲
光
が
叙
位
奉

行
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
中
原
師
茂
に
叙
位
に
至
る
手
続
き
に
つ
い
て
尋

ね
て
い
る
。

　
　

  （
前
略
）
除
目
な
と
も
□
来
ハ
奉
行
職
事
令
作
之
候
ハ
て
ハ
、
不
叶
候
歟
、
叙
位

可
為
同
前
候
哉
、
但
是
ハ
当
局
文
書
許
に
て
も
、
不
可
闕
如
候
哉
、
当
時
儀
不

審
存
候
、
所
詮
近
年
成
柄
少
々
被
免
一
見
候
哉
、
即
可
返
進
候
、
更
不
可
有
懈

怠
候
、
氏
爵
申
文
付
蔵
人
方
之
条
、
勿
論
候
哉
、
藤
氏
爵
ハ
執
柄
直
於
御
前
被

仰
執
筆
候
歟
、
不
参
之
時
儀
又
如
何
、
所
見
候
者
、
可
奉
候
（
後
略
）

内
容
は
叙
位
・
除
目
は
奉
行
職
事
が
作
成
す
る
も
の
か
ど
う
か
、氏
爵
申
文
の
内
、

藤
氏
爵
は
摂
関
が
天
皇
の
前
で
執
筆
を
命
ず
る
も
の
か
ど
う
か
、
摂
関
が
不
参
の
場

合
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
部
分
に
言
及
し
て
い
る
。
兼
綱
が
師
茂
に
、
前

例
を
尋
ね
て
い
る
部
分
で
「
時
儀
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と⑧
、
師
茂
の
返
答

に
お
い
て
も
、治
天
等
の
意
向
に
言
及
し
た
部
分
が
無
い
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
の
「
当

時
儀
」「
不
参
之
時
儀
」
と
い
う
用
例
は
「
そ
の
時
の
儀
式
の
あ
り
か
た
」
を
指
す
も

の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
康
永
四
（
一
三
四
五
）
年
六
月
一
八
日
条
の
事
例
で
は
、

　
　

  

今
日
掃
部
頭
師（

中
原
）香

参
入
、
家

（
中
原
師
茂
）

君
有
御
対
面
、
是
出
石
社
年
貢
結
解
事
、
去
年
於

文
殿
有
沙
汰
、
彼
時
儀
不
審
云
々
、
引
見
可
申
旨
御
返
事⑨
、

と
あ
り
、
出
石
社
年
貢
結
解
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
「
時
儀
」

が
「
去
年
於
文
殿
有
沙
汰
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

同
じ
よ
う
な
「
時
儀
」
の
用
例
だ
が
同
年
六
月
一
九
日
条
で
は
や
や
様
相
を
異
に

し
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　

  
今
日
為
御
使
、
外

（
中
原
師
躬
）

史
向
平（

宗

経

）

中
納
言
許
、
先
日
勅
答
之
趣
被
尋
之
、
建
武
相
互
和

与
之
上
者
、
為
上
難
有
御
沙
汰
、
有
所
存
者
直
可
歎
之
由
、
勅
答
之
間
、
其
由

被
仰
師（

中
原
）言

了
、
其
後
無
申
旨
云
々
、
時
儀
之
趣
忝
者
也⑩
、

【
表
1
】　
『
師
守
記
』「
時
儀
」

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
四
〇
年
暦
応
三
年
四
月
一
一
日

賀
茂
祭
警
固
の
上
卿
を
参
議
が
勤
仕
す
る
先
例
に
つ
い
て
、
一
条
経
通
よ
り
諮
問
「
可
在
時
儀
候
歟
云
々
」

一
三
四
二
年
康
永
元
年
四
月
二
九
日

下
名
に
参
議
・
少
納
言
が
参
列
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
四
条
隆
持
よ
り
諮
問
「
可
在
時
儀
候
歟
」

一
三
四
五
年
康
永
四
年
六
月
一
八
日

出
石
社
年
貢
結
解
の
文
殿
に
お
け
る
沙
汰
に
つ
い
て

「
去
年
於
文
殿
有
沙
汰
、
彼
時
儀
不
審
云
々
」

一
三
四
五
年
康
永
四
年
六
月
一
九
日

中
原
師
言
の
濫
訴
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て

「
時
儀
之
趣
忝
者
也
」

一
三
六
八
年
貞
治
七
年
正
月
三
日

叙
位
奉
行
・
氏
爵
の
儀
式
に
つ
い
て

「
当
時
儀
不
審
存
候
」「
不
参
之
時
儀
又
如
何
」

一
三
六
八
年
貞
治
七
年
正
月
三
日

叙
位
奉
行
に
つ
い
て

「
当
時
儀
不
審
存
候
」
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中
原
師
躬
を
平
宗
経
の
も
と
に
遣
わ
し
、
光
厳
の
上
皇
の
勅
答
の
内
容
に
つ
い
て
尋

ね
た
記
事
だ
が
、
光
厳
上
皇
の
勅
答
を
中
原
師
言
に
伝
え
た
と
い
う
内
容
に
続
い
て

「
時
儀
之
趣
」
と
あ
る
の
で
、こ
の
時
儀
は
「
光
厳
の
意
向
」
を
指
す
と
解
す
べ
き
だ

ろ
う
。

こ
の
勅
答
の
内
容
と
は
、『
師
守
記
』
に
中
原
師
言
の
「
濫
望
」
と
記
さ
れ
る
件

で
、
同
年
二
月
六
日
中
原
師
右
が
死
去
し⑪
、
四
月
一
六
日
に
中
原
師
茂
が
大
外
記
に

任
ぜ
ら
れ
る⑫
ま
で
の
過
程
で
、
師
言
も
所
領
の
獲
得
や
大
外
記
補
任
の
為
運
動
し
た

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
前
掲
の
史
料
で
も
明
か
な
よ
う
に
、
師
言
の
運
動
は
失
敗
に

終
わ
っ
て
お
り
、
面
目
を
失
っ
た
と
し
て
出
家
の
許
可
を
申
請
し
て
い
る
記
事
も
あ

る⑬
。一

連
の
「
師
言
濫
望
」
に
関
す
る
記
事
の
な
か
で
、

　
　

  （
前
略
） 

於
寮
務
事
者
、
都
不
可
被
聞思

（
見
消
）
食
入
師
言
濫
望
之
由
、
有
勅
答

〈
羽
林
被
□
云
々
〉（
見
消
）、
時
議
之
趣
、
忝
者
也⑭
、

と
あ
り
、
前
掲
の
六
月
一
九
日
条
と
同
様
の
パ
タ
ー
ン
で
、
勅
答
の
内
容
を
さ
し
て

「
時
議
之
趣
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
六
月
一
九
日
条
の
「
時
儀
」
は

「
時
議
」
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
「
時
儀
」
で
意
向
の
意
を
主
に
含
意
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
、

暦
応
三
（
一
三
四
〇
）
年
六
月
一
九
日
条
に
あ
る
。

　
　

  

又
、
自
殿

（
一
条
経
通
）

下
被
尋
申
云
、
賀
茂
祭
警
固
、
上
卿
・
参
議
勤
仕
之
例
御
不
審
可
令

注
進
給
云
々
、
御
請
文
云
、
賀
茂
祭
警
固
上
卿
不
参
、
参
議
勤
仕
例
、
所
見
只

今
不
詳
候
、
但
、
平
座
并
駒
引
、
上
卿
申
障
不
参
之
時
、
参
議
行
事
例
相
存
候
、

可
被
因
准
乎
否
、
可
在
時
儀
候
歟
云
⑮々

、

一
条
経
通
か
ら
の
諮
問
へ
の
返
答
を
行
っ
た
部
分
で
、
平
座
・
駒
引
に
お
け
る
上
卿

不
参
で
、
参
議
が
勤
仕
し
た
例
を
、
賀
茂
祭
警
固
に
お
け
る
上
卿
不
参
、
参
議
勤
仕

の
先
例
と
し
て
採
用
す
る
か
否
か
は
「
時
儀
」
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も

こ
の
「
時
儀
」
は
「
そ
の
時
の
儀
式
の
あ
り
か
た
」
で
は
な
く
、
先
例
の
採
否
と
い

う
点
か
ら
「
意
向
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

以
上
の
よ
う
な
二
種
類
の
用
法
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、康
永
元
（
一
三
四
二
）
年
四

月
二
九
日
条
の
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

　
　

  （
前
略
）
今
日
、頭
中
将
隆（

西
大
路
）持朝

臣
尋
申
云
、下
名
参
議
・
少
納
言
不
参
例
候
者
、

可
被
注
進
之
由
、
被
仰
下
候
云
々
、（
中
略
）
御
返
事
云
、
下
名
参
議
・
少
納
言

不
参
例
、
注
進
別
紙
候
、（
中
略
）
元
徳
二
年
以
来
、
至
暦
応
二
年
、
除
目
下
名

大
略
此
儀
候
、
然
者
参
議
・
少
納
言
不
可
入
候
乎
、
但
任
本
儀
被
行
候
之
条
、

可
在
時
儀
候
歟
、
内
々
可
令
得
其
御
意
給
候
□
（
見
消
）
云
々
、

同
日
に
行
わ
れ
た
県
召
除
目
下
名
の
奉
行
職
事
西
大
路
隆
持
が
、
中
原
師
茂
に
参

議
・
少
納
言
が
参
加
し
な
い
下
名
の
前
例
を
尋
ね
て
い
る
。
師
茂
は
参
議
・
少
納
言

不
参
の
前
例
を
あ
げ
る
一
方
、
参
議
・
少
納
言
が
参
加
す
る
形
式
を
指
す
意
味
で
の

「
本
儀
」
に
任
せ
て
行
う
こ
と
が
、「
時
儀
あ
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
続
く
部
分
で

「
可
令
得
其
御
意
給
」
と
意
向
を
伺
う
内
容
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
時
儀
」
は

「
そ
の
時
の
儀
式
」
と
「
状
況
に
合
致
し
た
」
と
い
う
意
を
併
せ
た
「
状
況
に
合
っ
た

儀
式
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

中
原
師
守
の
「
時
議
」
と
「
諮
問
」

　
　

１　
「
諮
問
」
の
返
答
で
は
な
い
「
時
議
」

さ
て
、
続
い
て
『
師
守
記
』
に
お
い
て
最
も
多
く
見
ら
れ
る
「
時
議
」
の
用
例
で

あ
る
。



五
六

364

先
ず
諮
問
へ
の
返
答
で
は
な
い
五
件
の
用
例
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

康
永
四
（
一
三
四
五
）
年
三
月
一
六
日
条
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

  

今
日
、
少（

俊

慶

）

納
言
阿
闍
梨
参
入
、
語
申
云
、
参
向
師
卿
〈
公
秀
卿
〉
許
之
處
、
子

息
羽
林
実
音
朝
臣
被
申
云
、
師
言
濫
望
事
、
以
便
冝
、
師
卿
具
奏
聞
之
處
、
師

―右

朝
臣
被
思
食
不
便
之
間
、
穀
倉
院
別
當
事
、
□
〜
□
被
付
師（

中
原
）利

了
此
（
二
文
字

抹
消
「
之
」）
条
、
被
痛
思
食
き
、
然
而
左

（
洞
院
公
賢
）

府
執
申
之
上
、
為
局
務
違
乱
之
間
、

被
召
之
了
、
於
寮
務
事
者
、
都
不
可
被
聞
（
抹
消
「
思
」）
食
入
師
言
濫
望
之
由
、

有
勅
答
羽
林
被
□
（
前
三
文
字
抹
消
）
云
々
、
時
議
之
趣
、
忝
者
也⑯
、

「
時
儀
」
に
関
す
る
部
分
で
先
に
触
れ
た
「
師
言
濫
訴
」
に
言
及
し
た
記
事
で
あ
る
。

中
原
師
言
の
濫
訴
を
聞
き
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
光
厳
の
勅
答
を
う
け
た

「
時
議
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
光
厳
の
意
向
と
解
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
先
に
、
意
向
の
意

味
を
持
つ
「
時
儀
」
の
用
例
に
触
れ
た
が
、「
時
儀
」
は
、「
儀
」
と
い
う
文
字
か
ら

「
そ
の
時
の
儀
式
の
有
り
様
」
を
主
た
る
意
味
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
何
ら
か
の
意
思
決
定
の
含
意
は
、「
時
議
」
の
方
が
強

い
の
で
は
で
は
な
い
か
と
推
測
を
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

貞
治
三
（
一
三
六
四
）
年
五
月
一
三
日
の
記
事
で
は
、

　
　

  

今
日
北
野
別
当
慈
守
僧
正
去
九
日
社
頭
喧
嘩
事
、
可
注
進
罪
名
趣
、
仰
大
判
事

明
宗
之
間
、
非
寄
検
非
違
使
之
間
、
無
□
□
難
注
進
之
旨
令
申
處
、
伺
時
議
令

注
進
之
旨
、
廿
六
日
於
記
録
所
談
申
之
、
仍
後
日
注
進
案
家
君
令
乞
給
之
間
、

予
写
之
続
注
進
日
者
也
、

と
あ
る
。
こ
の
月
の
九
日
に
北
野
社
で
喧
嘩
が
発
生
し
た
件
に
つ
い
て
、
大
判
事
坂

上
明
宗
が
北
野
社
の
寄
検
非
違
使
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罪
名
を
注
進
す
る

よ
う
、
お
そ
ら
く
後
光
厳
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の

「
伺
時
議
」
は
、
寄
検
非
違
使
で
は
な
い
が
故
に
、「
状
況
」
を
見
な
が
ら
明
宗
に
注

進
さ
せ
る
と
解
釈
で
き
る
。

続
い
て
、
貞
治
六
（
一
三
六
七
）
年
八
月
一
九
日
条
で
あ
る
が
、
最
勝
講
第
二
日
目

【
表
2
】　
『
師
守
記
』「
時
議
」（
諮
問
で
は
な
い
事
例
）

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
四
一
年
暦
応
四
年
正
月
六
日

白
馬
節
会
省
略
に
つ
い
て

「
但
可
有
時
議
候
哉
」

一
三
四
五
年
康
永
四
年
三
月
一
六
日

中
原
師
言
の
濫
訴
を
勅
答
に
よ
り
退
け
る

「
時
議
之
趣
、
忝
者
也
」

一
三
六
七
年
貞
治
六
年
四
月
四
日

志
摩
国
五
か
所
訴
訟
の
記
録
所
注
進
状
に
つ
い
て

「
是
非
お
ハ
□
議
由
被
申
之
状
」

「
落
居
之
是
非
を
ハ
、
ひ
た
ひ
た
と
時
宜
に
て
候
へ

と
」（
広
橋
仲
光
）

一
三
六
七
年
貞
治
六
年
八
月
一
九
日

最
勝
講
の
実
施
に
つ
い
て

「
今
夜
猶
可
被
行
最
勝
講
之
由
、
有
時
議
、
再
三
雖

被
催
僧
綱
等
不
及
参
入
云
々
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
閏
三
月
二
八
日
後
光
厳
文
殿
始
の
勧
盃
の
早
出
に
つ
い
て

「
兼
可
早
出
之
由
、被
一
揆
之
処
、恐
時
議
不
退
出
之
」



五
七

南
北
朝
期
の
「
時
宜
」
と
「
時
議
」

365

に
あ
た
る
こ
の
日
、
延
暦
寺
と
興
福
寺
の
衆
徒
が
、
禁
裏
南
庭
に
お
い
て
争
闘
に
及

ぶ
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

こ
の
事
件
に
関
し
て
は
『
太
平
記
』
巻
四
〇
に
お
い
て
も
そ
の
内
容
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、『
師
守
記
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
山
名
時
氏
と
土
岐
頼
康
が
禁
裏

を
警
固
し
て
い
た
が
こ
の
騒
動
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
南
都
・
山
門
と
も
に
二

名
の
死
者
を
出
し
、
負
傷
者
は
百
人
あ
ま
り
に
及
ん
だ
と
い
う
。
当
然
、
堂
上
は
血

気
充
満
し
、
仏
事
が
で
き
る
状
態
で
は
な
く
な
っ
た⑰
。
こ
の
事
件
の
後
の
動
向
を
師

守
は
次
の
よ
う
に
記
し
、

　
　

  

狼
藉
静
謐
之
後
、
刑
部
卿
橘
知
重
朝
臣
衣
冠
参
内
、
以
修
理
職
工
等
、
南
殿
以

下
血
気
洗
之
、
掻

云
々
、
今
夜
猶
可
被
行
最
勝
講
之
由
、
有
時
議
、
再
三
雖

被
催
、
僧
綱
等
不
及
参
入
云
々
、
今
日
最
勝
講
依
喧
嘩
事
、
不
被
行
之
、

混
乱
の
後
に
も
拘
わ
ら
ず
、
最
勝
講
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
後
光
厳
の
強
い
意
向
が

示
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
『
太
平
記
』
で
は
、

　
　

  

サ
シ
モ
是
程
ノ
騒
動
ナ
リ
シ
カ
共
、
主
上
ハ
是
ニ
騒
ガ
セ
給
御
事
モ
ナ
ク
、
手

負
・
死
人
共
ヲ
取
捨
サ
セ
、
血
ヲ
濯
清
メ
サ
セ
、
席
ヲ
改
メ
サ
セ
ラ
レ
テ
、
最

勝
講
ヲ
バ
無
子
細
被
遂
行
ケ
ル
ト
カ
ヤ⑱
、

と
、
後
光
厳
が
こ
の
闘
諍
を
支
障
と
す
る
こ
と
な
く
最
勝
講
は
実
施
し
た
と
し
て
い

る
が
、『
師
守
記
』
で
は
再
三
招
集
を
か
け
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
僧
綱
等
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
た
め
実
施
で
き
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
記
録
し
て
は
『
師
守

記
』
の
信
憑
性
が
高
い
の
だ
が
、
後
光
厳
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
向
を
示
し

た
こ
と
が
、
強
い
記
憶
と
し
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
時
議
」
に
つ
い
て
は
、

後
光
厳
個
人
の
「
意
向
」
と
い
う
要
素
が
強
い
用
例
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
応
安
四
（
一
三
七
一
）
年
閏
三
月
二
八
日
条
で
は
、

　
　

 

新（
後
光
厳
）院文

殿
始
也
、
先
有
議
定
始
、
次
文
殿
始
也
云
々
、
而
大
判
事
明（

坂
上
）宗

為
位
次

上
首
之
間
、
勧
盃
之
儀
、
依
無
骨
、
壬

（
小
槻
兼
治
）

生
・
大

（
小
槻
光
夏
）

宮
無
左
右
有
早
出
、
仍
及
厳

密
之
沙
汰
、
可
被
除
其
衆
云
々
、（
中
略
）
件
日
大
外
記
宗（

清
原
）季

祗
候
、
位
次
為
官

人
章（

中
原
）世

下
﨟
、
被
請
彼
盃
云
々
、
無
念
次
第
也
、
兼
可
早
出
之
由
、
被
一
揆
之

處
、
恐
時
議
不
退
之
、
為
章
世
下
﨟
被
盃
之
条
、
為
両
局
、
為
其
身
、
無
故
実

云
々
、

と
あ
る
。
応
安
四
年
三
月
二
三
日
、
後
光
厳
は
緒
仁
親
王
に
譲
位
し
て
院
政
を
開
始

す
る
の
だ
が
、
そ
の
翌
月
の
記
事
で
あ
る
。
前
半
部
分
で
は
、
そ
の
院
文
殿
始
め
に

お
て
、
大
判
事
坂
上
明
宗
が
上
首
で
あ
っ
た
の
で
、
小
槻
兼
治
・
光
夏
の
両
名
は
勧

盃
之
儀
が
無
骨
で
あ
る
と
し
て
、「
父
祖
之
例
」
に
よ
り
早
出
し
た
と
こ
ろ
、
文
殿
衆

か
ら
除
名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
あ
り
、
続
く
部
分
で
「
恐
時
議
不
退
之
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
こ
の
「
時
議
」
は
、『
園
太
暦
』
の
「
時
宜
」
の
用
例
で
見
ら
れ
た
、

「
不
興
を
買
う
」
と
い
う
意
味
に
近
い
「
意
向
に
背
く
」
と
い
う
解
釈
が
可
能
な
事
例

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
清
原
宗
季
は
先
例
に
任
せ
て
早
出
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
が
、
後
光
厳
の
不
興
を
買
う
こ
と
を
恐
れ
退
出
し
な
か
っ
た
と

解
釈
し
て
大
過
無
い
と
判
断
し
た
い
。

以
上
の
四
例
は
、「
状
況
」
と
「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
解
釈
で
き
る
事
例
で
あ

る
が
、中
原
師
守
の
「
時
議
」
の
用
法
を
理
解
す
る
に
は
次
ぎ
の
貞
治
六
（
一
三
六
七
）

年
四
月
四
日
条
が
最
も
参
考
に
な
る
。
こ
の
年
の
四
月
一
日
・
四
日
・
九
日
・
一
八

日
・
二
六
日
の
各
条
に
は
、
志
摩
国
五
ヶ
所
と
思
わ
れ
る
所
領
に
関
す
る
訴
訟
の
記

述
が
あ
る⑲
。
訴
訟
の
内
容
に
つ
い
て
多
く
を
記
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
訴
訟
を
巡
る
記
録
所
職
員
と
の
や
り
と
り
に
関
す
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る
部
分
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

  （
前
略
）
①
□
〜
□
包
持
来
蔵
人
左
少
弁
仲
光
状
、是
五
ヶ
所
事
□
録
所
注
進
草
、

去
比
明（

坂
上
）宗

送
賜
候
、
然
而
中
殿
蜜
宴
申
沙
汰
之
間
、
閣
他
事
未
返
遣
候
、
②
此

事
評
議
之
時
、
同
申
所
存
候
き
、
其
時
ハ
理
非
不
分
明
様
被
申
候
し
哉
ら
ん
と

存
候
、
被
加
押
紙
分
理
非
已
分
明
歟
、
此
事
尤
重
事
候
、
或
雖
帯
相
承
之
文
券
、

嘉
暦
已
来
沙
汰
中
絶
、
非
無
不
審
、
或
不
被
帯
一
紙
之
證
文
之
間
、
迷
是
非
候
、

③
當
所
注
進
ハ
只
尋
究
子
細
ま
て
に
て
、落
居
候
是
非
を
ハ
□
議
由
被
申
之
条
、

可
為
穏
便
之
儀
候
哉
之
由
存
候
、

要
点
を
簡
略
に
ま
と
め
て
し
ま
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

①
五
ヶ
所
に
関
す
る
記
録
所
注
進
状⑳
が
作
成
さ
れ
た
が
、
中
殿
御
会㉑
の
実
施
に
よ
り

訴
訟
の
処
理
が
停
滞
し
て
い
る
。

②
評
議
に
際
し
て
も
「
理
非
不
分
明
」
な
点
が
あ
っ
た
。
ま
た
沙
汰
が
途
絶
え
て
い

る
点
は
不
審
で
あ
る
し
、
一
紙
の
証
文
も
無
い
の
で
「
是
非
」
の
判
断
に
迷
う
。

③
記
録
所
注
進
状
は
詳
細
な
点
を
調
べ
る
こ
と
ま
で
し
か
し
な
い
。決
定
さ
れ
た「
是

非
」
を
「
時
議
」
＝
治
天
の
意
向
と
し
て
伝
達
す
る
の
が
穏
当
な
や
り
方
で
あ
ろ

う
。

こ
の
条
は
広
橋
仲
光
か
ら
の
書
状
の
内
容
を
、
中
原
師
守
が
写
し
て
い
る
箇
所
で

あ
る㉒
。「
時
議
」の
議
論
に
関
わ
る
③
に
該
当
す
る
部
分
の
み
仲
光
書
状
の
写
し
部
分

を
引
用
す
る
と
、

　
　

  

當
所
注
進
ハ
只
尋
究
子
細
ま
て
に
て
、
落
居
之
是
非
を
ハ
、
ひ
た
ヽ
ヽ
と
時
宜

に
て
候
へ
と
、
被
申
候
条
、
可
為
穏
便
之
儀
候
哉
之
由
存
候
、

師
守
の
記
述
部
分
で
は
「
□
議
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
仲
光
の
「
時
宜
」
を
写
し
た

と
考
え
て
問
題
な
い
の
で
、
□
は
「
時
」
が
入
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
両
者
の

記
述
は
、記
録
所
注
進
状
は
子
細
を
審
理
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
、上
奏
の
結
果
決
ま
っ

た
是
非
を
「
時
議
」（「
時
宜
」）、す
な
わ
ち
後
光
厳
天
皇
の
意
向
と
し
て
伝
達
す
る
の

が
穏
当
な
方
法
で
あ
る
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
内
容
を
記
す

上
で
、
仲
光
が
「
時
宜
」
と
記
し
て
い
る
箇
所
を
、
師
守
は
「
時
議
」
と
書
き
変
え

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
中
原
師
守
が
「
時
議
」
と
い
う
語
を
、『
園
太
暦
』
の
「
時

宜
」
に
近
い
意
味
使
用
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
「
時
宜
」
の
語
を
知
っ
て
い
な
が
ら
「
時
議
」
を
用
い
た
の
か
、
と

い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
検
討
と
も
関
連
す
る
が
、
中
原

師
右
・
師
茂
・
師
守
は
、
洞
院
公
賢
と
異
な
り
「
治
天
」
か
ら
直
接
諮
問
を
受
け
る

立
場
に
は
無
く
、
最
終
的
な
決
定
を
行
う
「
治
天
」
個
人
と
の
距
離
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
個
人
の
意
向
」
と
い
う
含
意
の
強
い
「
時
宜
」
の
使
用
を
避
け
る
形
に
な
っ

た
、
と
推
測
し
て
、
諮
問
の
返
答
の
用
例
の
検
討
に
入
り
た
い
。

　
　

２　

諮
問
に
対
す
る
返
答
と
し
て
の
「
時
議
」

『
師
守
記
』
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
父
中
原
師
右
、
兄
中
原
師
茂
に
対

し
て
諮
問
が
あ
っ
た
際
の
返
答
を
記
録
し
た
箇
所
で
、
定
型
に
近
い
使
い
方
で
「
宜

在
時
議
」
と
記
さ
れ
る
用
例
で
あ
る
。

諮
問
を
受
け
た
の
は
、「
家
君
」
と
表
記
さ
れ
る
中
原
家
の
当
主
で
あ
る
が
、
中
原

師
右
は
康
永
四
（
一
三
四
五
）
年
二
月
六
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、康
永
三
年
の
記
事

ま
で
が
師
右
へ
の
諮
問
、
以
後
は
師
茂
へ
の
諮
問
で
あ
る
。

諮
問
を
行
っ
た
の
は
洞
院
公
賢
が
三
件
、
万
里
小
路
嗣
房
・
二
条
良
基
が
二
件
ず

つ
。
九
条
道
教
・
四
条
隆
蔭
・
葉
室
宗
顕
・
柳
原
資
明
・
柳
原
忠
光
・
坊
城
俊
冬
・

平
信
兼
・
源
長
信
の
名
が
見
え
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
儀
式
・
儀
礼
に
関
す
る
先
例
に
つ

い
て
で
あ
る
。
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典
型
と
し
て
は
、
諮
問
を
受
け
た
件
に
対
す
る
先
例
を
具
体
的
に
記
述
し
、
文
末

に
次
の
よ
う
な
文
言
を
記
す
用
例
で
あ
る
。

（
前
略
）
若
可
被
因
准
候
乎
、
可
在
時
議
候
云
々
、（
康
永
三
年
八
月
一
七
日
）

（
前
略
）
雖
存
之
□
庶
幾
歟
之
由
見
及
候
、宜
在
時
議
候
哉
、（
康
永
四
年
七
月
一
七
日
）

（
前
略
）
将
又
任
流
例
被
任
候
歟
、両
様
宜
在
時
議
候
云
々
（
貞
和
五
年
二
月
一
四
日
）

（
前
略
）
可
被
因
准
哉
否
、
宜
在
時
議
候
歟
云
々
、（
貞
和
五
年
五
月
七
日
）

（
前
略
）
今
度
之
儀
、
宜
在
時
議
候
哉
、（
貞
治
四
年
五
月
一
一
日
）

こ
の
用
例
の
「
時
議
」
に
共
通
し
た
意
味
を
文
脈
に
即
し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
前

例
は
以
上
の
通
り
で
す
が
、
そ
の
時
（
現
在
）
の
状
況
に
合
わ
せ
て
判
断
し
て
下
さ

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
康
永
三
年
八
月
一
七
日
の
柳
原
資
明
の

諮
問
の
事
例
が
、
女
房
奉
書
を
受
け
て
の
師
右
へ
の
諮
問
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
師
右

に
諮
問
を
行
っ
た
人
物
が
、
最
終
的
な
事
案
の
決
定
者
と
考
え
難
く
、
師
右
の
回
答

を
受
け
て
複
数
の
人
物
に
よ
り
判
断
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
。
さ
ら

に
「
議
」
の
文
字
を
「
は
か
る
」
と
読
み
、
こ
の
文
字
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
重

き
を
置
く
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
「
時
議
」
は
「
そ
の
時
（
現
在
）
の
状
況
に
合
わ
せ

【
表
3
】　
『
師
守
記
』「
時
議
」（
諮
問
）

西
暦

和
暦

内
容

諮
問

表
記

一
三
四
〇
年
暦
応
三
年
六
月
一
九
日

東
北
院
僧
正
覚
円
没
に
と
も
な
う
雑
訴
沙
汰
の
有
無
に
つ
い
て

洞
院
公
賢

『
宜
在
時
議
之
由
被
申
之
」

一
三
四
一
年
暦
応
四
年
正
月
四
日

節
会
内
弁
太
政
大
臣
勤
仕
の
例
に
つ
い
て

四
条
隆
蔭

「
可
在
時
儀
候
」

一
三
四
一
年
暦
応
四
年
正
月
一
五
日

一
条
経
通
の
一
座
宣
下
に
つ
い
て

源
長
信

「
時
議
趣
内
々
可
蒙
仰
候
歟
云
々
」

一
三
四
二
年
康
永
元
年
六
月
一
七
日

大
刀
契
紛
失
に
関
す
る
仗
義
の
勘
文
に
つ
い
て

洞
院
公
賢

「
但
可
有
時
議
候
」

一
三
四
二
年
康
永
元
年
七
月
二
日

大
刀
契
紛
失
に
関
す
る
仗
義
以
前
に
、
紀
伝
明
経
を
調
査
す
る
こ

と
に
つ
い
て

洞
院
公
賢

「
紀
伝
明
経
悉
可
被
見
任
時
議
也
」

一
三
四
四
年
康
永
三
年
八
月
一
七
日

復
任
除
目
の
先
例
に
つ
い
て

女
房
奉
書
↓
柳
原
資
明
「
若
可
被
因
准
候
乎
、
可
在
時
議
候
云
々
」

一
三
四
五
年
康
永
四
年
七
月
一
七
日

一
上
未
補
任
の
際
の
施
行
に
つ
い
て

二
条
良
基

「
宜
在
時
議
候
哉
」

一
三
四
五
年
貞
治
元
年
一
一
月
二
一
日
賀
茂
臨
時
祭
に
軽
服
で
参
仕
す
る
例
に
つ
い
て

九
条
道
教

「
有
時
議
」「
依
時
議
参
入
」

一
三
四
九
年
貞
和
五
年
二
月
一
四
日

崇
光
即
位
の
代
始
除
目
に
お
け
る
名
替
・
国
替
の
先
例
に
つ
い

て

二
条
良
基

「
両
様
宜
在
時
議
候
云
々
」

一
三
四
九
年
貞
和
五
年
五
月
七
日

即
位
定
が
閏
月
に
行
わ
れ
た
先
例
に
つ
い
て

坊
城
俊
冬

「
可
被
因
准
哉
否
、
宜
在
時
議
候
歟
云
々
」

一
三
六
四
年
貞
治
三
年
五
月
一
三
日

北
野
社
頭
の
喧
嘩
の
件
を
坂
上
明
宗
が
注
進
す
る
こ
と
を
了
承

万
里
小
路
嗣
房

「
再
三
被
仰
間
、
伺
時
議
令
注
進
之
旨
」

一
三
六
四
年
貞
治
三
年
七
月
二
五
日

堀
河
天
皇
諒
闇
時
渡
御
倚
廬
の
先
例
に
つ
い
て

（
葉
室
宗
顕
）

「
但
不
着
御
錫
紵
、
依
時
議
也
云
々
」

一
三
六
四
年
貞
治
三
年
八
月
六
日

光
厳
法
皇
の
五
七
日
・
七
七
日
誦
経
を
行
う
寺
院
に
つ
い
て

万
里
小
路
嗣
房

「
可
在
時
議
候
歟
」

一
三
六
四
年
貞
治
三
年
八
月
二
三
日

七
七
日
誦
経
使
発
遣
の
日
次
の
先
例
に
つ
い
て

柳
原
忠
光

「
可
在
時
議
候
歟
」

一
三
六
五
年
貞
治
四
年
五
月
一
一
日

天
下
三
十
ヵ
日
触
穢
宣
下
の
仕
方
に
つ
い
て

平
信
兼

「
宜
在
時
議
候
哉
」
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て
、複
数
の
人
物
に
よ
る
議
（
は
か
り
）
を
経
て
判
断
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
点
、『
師
守
記
』
の
記
述
で
注
目
し
て
お
き
た
い
記
事
が
あ
る
。

康
永
元
（
一
三
四
二
）
年
六
月
九
日
、
中
原
師
右
は
洞
院
公
賢
に
、
大
刀
契
紛
失
に

関
わ
る
仗
議
の
勘
文
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
る
。
そ
の
際
、
公
賢
と
師
右
の
間
で
話

題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
刀
契
紛
失
の
仗
議
に
際
し
、
紀
伝
・
明
経
博
士
を
新
た

に
任
命
し
、
勘
文
を
改
め
て
提
出
す
る
の
か
、
以
前
の
勘
文
を
利
用
す
る
か
と
い
う

点
で
あ
る㉓
。
そ
も
そ
も
、
大
刀
契
は
三
種
の
神
器
に
次
ぐ
天
皇
家
の
重
宝
と
さ
れ
、

践
祚
に
際
し
授
受
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が㉔
、
元
弘
・
建
武
の
争
乱
に
よ
り
紛
失
し

た
と
さ
れ
て
い
る㉕
。
最
終
的
に
仗
議
自
体
は
同
年
九
月
二
五
日
に
行
わ
れ
る㉖
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
康
永
元
（
一
三
四
二
）
年
六
月
一
七
日
条
で
は
、
六
月
九
日
条

で
、
以
前
の
勘
文
を
利
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
先
例
を
調
べ
た
師
右
が
洞
院
公
賢

に
返
事
を
送
っ
て
い
る
。

　
　

  

先
日
於
仙
洞
洞
院
前
右
府
直
被
尋
申
、
大
刀
契
仗
議
間
事
、
今
日
被
申
御
返
事

云
、
先
日
被
仰
下
候
大
刀
契
仗
議
、
可
被
用
先
年
勘
文
乎
否
事
、
雖
引
勘
候
、

先
規
未
勘
得
候
、
先
日
粗
如
言
□〔

上
仕
〕□

候
、
仗
議
延
引
別
儀
候
歟
、
猶
被
用
本
勘

文
候
之
条
、
若
不
可
有
其
理
候
乎
、
但
可
在
時
議
候
、
参
仕
之
間
、
且
以
此
旨

可
有
御
披
露
候
哉
云
々
、
御
返
事
云
、
仗
議
勘
文
間
事
承
候
了
、
此
趣
可
得
□

意
候
也
云
々
、
件
御
返
事
、
前
右
府
直
返
事
也
、

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

猶
被
用
本
勘
文
候
之
条
、
若
不
可
有
其
理
候
乎
、
但
可
在
時
議
候
、

強
い
て
訳
せ
ば
「
も
と
の
勘
文
を
用
い
る
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
理
が
無
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、現
在
の
状
況
に
は
合
致
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。」
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
日
条
に
同
じ
大
刀
契
仗
議
に
言
及
し
た
、

前
藤
宰
相
頼
教
の
御
教
書
に
対
す
る
請
文
で
似
た
よ
う
な
文
言
が
存
在
す
る
。

被
用
本
勘
文
候
之
条
、
若
不
可
背
其
理
候
哉
、

こ
れ
も
強
い
て
訳
せ
ば
「
も
と
の
勘
文
を
用
い
る
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
其
の

理
に
背
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
有
」
と
「
背
」
の
一
字
が
異
な
る
だ
け
だ
が
、
意
味
と
し
て
は
正
反
対
と
な
る
。

そ
し
て
、い
ず
れ
に
し
て
も
解
釈
は
可
能
で
あ
ろ
う
。『
大
日
本
史
料
』
で
は
前
者
を

「
有
」
と
翻
刻
し
た
上
で
、「
背
」
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
加
え
て
い
る
。『
史
料

纂
集
』
版
で
も
前
者
を
「
有
」
後
者
を
「
背
」
と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。
底
本
は
共

に
国
会
図
書
館
蔵
の
原
本
で
あ
る
。

前
者
は
「
理
は
無
い
が
、
状
況
に
は
合
っ
て
い
る
」、
後
者
は
「
理
に
背
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
、
本
の
勘
文
を
用
い
る
こ
と
を
肯
定
す
る
内
容
で
あ
り
、
解
釈

と
し
て
は
翻
刻
し
て
い
る
文
字
通
り
と
し
て
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
を
前
提
と
し
て
、「
時
議
」
の
意
味
に
関
し
て
言
及
す
る
と
、
こ
こ
で

「
理
」
と
「
時
議
」
を
分
け
て
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
理
」
は
無
い

が
、「
時
議
」
は
あ
る
と
し
て
、「
理
」
よ
り
も
、「
時
議
」
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
認

識
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、こ
の
「
時
議
」
の
「
時
」
が
、

『
建
武
式
目
』
に
記
さ
れ
た
「
量
時
設
制
」
や
、『
塵
塚
物
語
』
で
山
名
持
豊
の
発
言

と
さ
れ
た
「
凡
そ
例
と
い
う
文
字
を
ば
、
向
後
は
時
と
い
う
文
字
に
お
き
か
へ
て
御

心
え
あ
る
べ
し
」
の
「
時
」
と
共
通
す
る
思
考
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



六
一

南
北
朝
期
の
「
時
宜
」
と
「
時
議
」

369

第
二
章　

 『
愚
管
記
』
の
「
時
議
」
と
『
後
愚
昧
記
』・

『
教
言
卿
記
』
の
「
時
宜
」

第
一
節　
『
愚
管
記
』
の
「
勅
問
」
と
「
時
議
」

『
愚
管
記㉗
』
で
は
「
時
宜
」
の
用
例
が
一
一
件
、「
時
議
」
が
二
三
件
、「
時
儀
」
が

一
件
、
計
三
五
件
が
検
出
で
き
た
。
特
徴
的
な
の
は
、
こ
の
う
ち
二
八
件
が
天
皇
か

ら
の
諮
問
で
あ
る
「
勅
問㉘
」
に
対
す
る
返
答
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以

下
に
あ
げ
る
、
応
安
四
（
一
三
七
一
）
年
三
月
一
・
二
日
条
が
典
型
的
で
あ
ろ
う
。

　
　

  

一
日
（
中
略
）
頭
中
将
宗（

中
御
門
）泰朝

臣
申
送
云
、
勅
問
事
、
今
日
中
可
取
整
之
由
被
仰

下
候
、
忩
可
申
所
存
者
、
自
是
忩
可
令
申
之
由
答
之
、（
中
略
）

　
　

二
日
（
中
略
）
申
詞
今
日
注
遣
頭
中
将
許
了
、

　
　

  （
裏
書
）「
余
申
言
詞
如
此
、
御
元
服
事
、
当
日
於
清
涼
殿
可
被
行
其
儀
間
事
、
古

来
之
儀
、
則
為
新
儀
被
省
略
之
條
、
魯
愚
之
質
非
商
量
之
限
、
宜
在
時
議
矣
」

時
の
治
天
後
光
厳
か
ら
、
中
御
門
宗
泰
を
通
じ
て
近
衛
道
嗣
に
諮
問
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
返
答
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
た
後
、「
宜
在
時

議
」
と
い
う
定
型
の
文
言
が
記
さ
れ
る㉙
。
こ
の
史
料
の
「
時
議
」
は
、「
治
天
の
意

向
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
最
終
的
に
は
治
天
の
意
向
で
決
定
し
て
下
さ
い
」
と
解

釈
で
き
る
記
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
定
型
文
言
と
言
っ
て
良
い
部
分
に
着
目
す
る
理
由

は
、
こ
の
部
分
が
、「
勅
問
」
に
対
し
て
、
つ
ま
り
治
天
が
関
与
す
る
決
定
事
項
に
つ

い
て
、
最
終
的
に
何
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
か
と
い
う
潜
在
的
な
認
識
を
、
近
衛
道

嗣
が
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る㉚
。

「
勅
問
」
の
記
事
は
、『
愚
管
記
』
の
な
か
に
、
六
六
件
あ
る
が
、
二
七
件
は
返
答

の
形
式
が
不
明
で
あ
る
。
残
る
三
九
件
の
う
ち
、
前
掲
の
事
例
に
類
す
る
形
で
、
道

嗣
の
返
答
形
式
が
判
明
す
る
も
の
で
、「
時
宜
」
七
件
、「
時
議
」
二
〇
件
、「
時
儀
」

一
件
そ
の
他
の
形
式
一
一
件
が
確
認
で
き
る
。

「
時
宜
」
の
例
は
以
下
の
表
の
通
り
。

先
に
史
料
を
引
用
し
た
「
時
議
」
の
事
例
と
同
様
「
宜
在
時
宜
」
を
定
型
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
「
時
宜
」
は
、「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
解
し
て
問
題
無
い
。

次
に
最
も
数
が
多
い
「
時
議
」
の
事
例
を
あ
げ
る
。

【
表
4
】　
『
愚
管
記
』「
勅
問
」
―
「
時
宜
」

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
五
六
年
延
文
元
年
一
二
月
二
二
日

神
輿
入
洛
・
神
木
動
座
中
の
賀
茂
臨
時
祭
庭
座
へ
の
天
皇
出
御
に
つ
い
て

「
此
上
宜
在
時
宜
矣
」

一
三
五
九
年
延
文
四
年
九
月
五
日

虎
関
師
錬
『
元
亨
釈
書
』
を
大
蔵
に
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
返
答

「
此
上
事
宜
在
時
宜
矣
」

一
三
五
九
年
延
文
四
年
九
月
二
七
日

役
夫
工
米
不
足
に
つ
い
て

「
宜
在
時
宜
矣
」

一
三
六
〇
年
延
文
五
年
閏
四
月
二
四
日

幕
府
合
戦
中
の
改
元
の
可
否
に
つ
い
て

「
此
上
宜
在
時
宜
乎
」

一
三
七
三
年
応
安
六
年
閏
一
〇
月
一
八
日
朔
旦
冬
至
に
つ
い
て
勅
問

「
宜
在
時
宜
矣
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
六
月
二
八
日

卜
部
氏
を
宿
禰
か
ら
朝
臣
に
改
尸
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「
於
今
儀
者
、
勅
許
似
無
詮
、
此
上
事
宜
在
時
宜
矣
」

一
三
七
五
年
永
和
元
年
五
月
二
五
日

大
嘗
会
行
事
所
定
上
卿
を
洞
院
公
定
に
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て

「
就
闕
如
被
用
新
儀
之
段
者
、
宜
在
時
宜
矣
」
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個
々
の
事
例
を
検
討
し
た
が
、「
時
議
」
の
表
記
以
外
の
叙
述
か
ら
、「
時
宜
」
の
用

例
と
の
差
異
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
別
稿
の
『
園
太
暦
』
の
検
討

か
ら
、「
時
宜
」
を
治
天
個
人
の
意
向
に
、「
時
議
」
に
は
前
章
の
よ
う
に
「
時
の
は

か
り
」
の
「
議
に
よ
る
合
意
」
に
、
近
接
し
た
意
味
合
い
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、「
宜

在
時
宜
」
は
「
治
天
個
人
の
意
向
」
で
決
定
で
き
る
要
素
が
強
い
案
件
、「
宜
在
時

議
」
は
複
数
の
関
係
者
の
合
意
の
上
に
決
定
さ
れ
る
要
素
が
強
い
案
件
と
考
え
ら
れ

【
表
5
】　
『
愚
管
記
』「
勅
」
問
―
「
時
議
」

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
六
〇
年
延
文
五
年
二
月
九
日

軽
服
の
弁
の
春
日
祭
参
向
の
可
否
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
歟
」

一
三
六
〇
年
延
文
五
年
一
二
月
二
四
日

小
朝
拝
・
御
薬
・
殿
上
淵
酔
・
叙
位
・
賀
茂
臨
時
祭
東
遊
北
陣
の
有
無
に
つ
い

て

「
此
上
宜
在
時
議
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
三
月
三
日

皇
子
元
服
に
関
す
る
諮
問
へ
の
返
答
。
皇
居
事
・
元
服
事
。

「
魯
愚
之
質
非
商
量
之
限
、
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
五
月
一
〇
日

石
清
水
八
幡
宮
の
件
に
つ
き
院
評
定
に
招
集
さ
れ
る
が
、
出
席
し
な
い
旨
返
答
「
但
末
代
之
儀
於
事
相
計
時
議
可
進
退
者
歟
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
七
月
四
日

八
幡
宮
造
替
の
壊
却
・
木
作
始
の
前
後
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
九
月
四
日

両
局
と
法
家
傳
盃
相
論
に
つ
い
て

「
但
可
被
優
両
局
之
顕
職
哉
否
、
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
一
年
応
安
四
年
十
一
月
二
○
日

円
宗
寺
顛
倒
材
木
を
招
提
寺
修
理
へ
の
転
用
に
つ
い
て

「
須
在
時
議
矣
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
二
月
六
日

崇
光
上
皇
か
ら
錫
紵
の
有
無
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
歟
之
由
申
入
了
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
四
月
二
四
日

鬼
間
議
定
以
前
に
雑
訴
を
始
行
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
五
年
永
和
元
年
一
〇
月
一
四
日

法
性
寺
座
主
職
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
五
年
永
和
元
年
一
一
月
六
日

大
嘗
会
三
社
奉
幣
・
廻
立
殿
御
湯
殿
蔵
人
・
玄
上
代
に
つ
い
て

「
但
使
々
以
下
以
下
依
不
被
沙
汰
出
停
止
之
條
、

宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
六
年
永
和
二
年
一
月
二
一
日

安
楽
光
院
八
講
を
勅
願
と
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
六
年
永
和
二
年
四
月
一
〇
日

鴨
社
社
務
職
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
六
年
永
和
二
年
六
月
一
六
日

吉
祥
院
天
神
水
害
に
よ
り
移
転
か
作
堤
か
に
つ
い
て

「
有
堤
防
沙
汰
之
条
可
然
哉
、
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
六
年
永
和
二
年
閏
七
月
一
八
日

施
薬
院
使
の
人
選
に
つ
い
て

「
須
在
時
議
矣
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
五
月
五
日

法
性
寺
座
主
職
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
者
矣
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
七
月
五
日

梶
井
宮
覚
叡
法
親
王
の
錫

・
廃
朝
に
つ
い
て

「
須
在
時
議
矣
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
一
〇
月
二
日

八
幡
神
輿
・
剣
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」

一
三
七
九
年
康
暦
元
年
五
月
二
六
日

八
幡
宮
盗
人
・
興
福
寺
別
当
に
つ
い
て

「
須
在
時
議
歟
之
由
令
申
入
了
」

一
三
八
一
年
永
徳
元
年
四
月
一
四
日

中
院
光
顕
罪
名
に
つ
い
て

「
宜
在
時
議
矣
」
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る
。
例
え
ば
延
文
五
年
二
月
九
日
条
で
は
春
日
祭
参
向
に
つ
い
て
「
一
条
前
関
白
・

二
条
前
関
白
・
関
白
等
被
問
之
云
々
」
と
一
条
経
通
・
二
条
良
基
・
九
条
経
通
に
も

勅
問
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
詞
を
う
け
て
総
合

的
に
判
断
を
す
る
含
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
年
一
二
月
二
四
日
条
で
も
同
様
に

「
被
問
人
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
扱
わ
れ
て
い
る
の
も
、院
評
定
・
鬼
間
議
定
や
人

事
に
関
す
る
件
な
ど
、
複
数
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
の
決
定
が
推
測
さ
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
仮
定
を
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

「
時
儀
」
の
例
は
応
安
八
（
一
三
七
五
）
年
二
月
一
九
日
条
で
、
軽
服
の
洞
院
公
定

を
永
和
改
元
の
勘
者
に
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
件
で
「
先
例
両
様
候
歟
、
宜

在
時
儀
者
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、応
安
六
（
一
三
七
三
）
年
六
月
二
二
日
条

で
「
寿
永
御
祈
事
邂
逅
之
上
、
其
時
之
儀
各
別
事
歟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、「
そ
の
時
の
儀
式
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
他
に
「
勅
問
」
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
宜
在
時
宜
」
と
い
う
形
式
で
の

返
答
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
存
在
す
る㉛
。

永
和
三
（
一
三
七
七
）
年
八
月
一
七
日
条
は
「
可
有
聖
断
」
と
あ
る
の
で
「
宜
在
時

宜
」
と
同
様
の
事
例
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

「
勅
問
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
治
天
の
意
向
」
以
外
で
決
定
す
べ
き
と
近
衛
道
嗣
が

認
識
し
た
こ
と
を
示
す
、そ
れ
以
外
の
事
例
で
あ
る
。「
治
天
」
の
諮
問
に
対
し
、「
官

占
」「
近
例
」「
旧
儀
」
と
並
ん
で
、「
群
議
」
と
い
う
語
が
二
例
見
え
る
。

い
ず
れ
も
勅
問
に
対
す
る
申
詞
で
あ
る
。

　
　

  

御
即
位
叙
位
執
筆
以
下
可
着
吉
服
哉
否
事
、
寛
徳
・
嘉
承
雖
為
凶
服
、
今
度
執

筆
以
下
、
非
吉
服
者
難
参
仕
之
由
申
之
上
者
、
以
別
勅
用
吉
服
被
遵
行
朝
儀
之

条
、
何
事
之
有
哉
、
宜
被
決
群
議
矣32
、

　
　

  

諒
闇
終
大
祓
事
、
於
正
忌
以
前
者
、
寛
弘
例
不
庶
幾
、
及
来
月
之
條
、
又
無
先

規
、
短
慮
輙
難
計
申
被
行
仗
議
、
可
被
決
群
議
矣33
、

こ
の
「
群
議
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
の
「
議
」
を
指
し
て
い
る
の
か
考
え
る
上
で

参
考
に
な
る
の
が
応
安
元
（
一
三
六
六
）
年
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

  

仲
光
為
勅
使
来
云
、
明
日
可
有
改
元
定
、
其
字
難
得
、
雖
可
被
決
群
議
、
先
内
々

【
表
6
】『
愚
管
記
』「
勅
問
」
―
「
時
議
」
以
外
の
用
例

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
五
八
年
延
文
三
年
二
月
九
日

造
太
神
宮
遷
宮
年
限
の
に
つ
い
て

「
両
箇
子
細
猶
課
官
占
可
有
左
右
乎
」

一
三
五
九
年
延
文
四
年
九
月
二
七
日

造
太
神
宮
正
殿
寸
法
に
つ
い
て

「
宜
被
決
官
占
歟
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
一
二
月
二
九
日

即
位
叙
位
執
筆
以
下
、
吉
服
・
凶
服
の
こ
と
に
つ
い
て

「
宜
被
決
群
議
矣
」

一
三
七
五
年
応
安
八
年
一
月
一
二
日

諒
闇
中
県
召
除
目
に
つ
い
て

「
又
無
先
規
、
短
慮
輙
難
計
申
、
被
行
仗
議
、
可
被
決
群
議
矣
」

一
三
七
五
年
永
和
元
年
七
月
二
五
日

大
嘗
会
用
途
に
つ
い
て

「
任
彼
近
例
、
可
有
沙
汰
乎
、」

一
三
七
五
年
永
和
元
年
八
月
一
四
日

大
嘗
会
省
略
に
つ
い
て

「
任
旧
儀
毎
事
可
有
沙
汰
乎
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
八
月
一
七
日

祭
主
・
造
宮
使
に
つ
い
て

「
可
有
聖
断
乎
」
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可
被
用
捨
両
三
字
、
可
計
申
者34
、

改
元
定
を
指
し
て
「
群
議
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
改
元
定
の
参
加
者
が
こ
こ

で
近
衛
道
嗣
の
念
頭
に
あ
る
、
具
体
的
な
「
群
議
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
推
測
さ
れ

る
。
実
際
の
改
元
定
の
参
加
者
は
、
久
我
通
相
・
二
条
師
良
・
三
条
実
音
・
万
里
小

路
仲
房
・
柳
原
忠
光
・
平
行
時35
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
併
せ
て
、
こ
の
時
期
に
「
勅

問
」
が
、
そ
れ
以
前
の
評
定
に
代
わ
っ
て
政
策
決
定
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
い

う
評
価
を
考
え
る
な
ら
ば36
、「
勅
問
」
へ
の
申
詞
文
末
で
用
い
ら
れ
る
「
群
議
」
は
、

例
え
ば
『
愚
管
記
』
永
和
元
年
二
月
六
日
条
に
記
さ
れ
た
鬼
間
議
定
参
加
者
、
二
条

良
基
・
近
衛
道
嗣
・
二
条
師
良
・
西
園
寺
実
俊
・
三
条
実
継
。
あ
る
い
は
、
同
永
和

元
年
三
月
一
八
日
条
の
御
前
議
定
始
参
加
者
、
二
条
良
基
・
近
衛
道
嗣
・
西
園
寺
実

俊
・
万
里
小
路
仲
房
・
広
橋
兼
綱
・
柳
原
忠
光
と
い
っ
た
評
定
衆
・
議
定
衆
と
さ
れ

る
人
々
が
想
定
で
き
る
。

併
せ
て
考
慮
し
た
い
の
が
『
愚
管
記
』
康
安
元
年
三
月
二
九
日
条
の
記
事
で
あ
る

　
　

  （
前
略
）
面
々
互
加
其
難
、
更
難
一
決
之
間
、
余
示
合
人
々
、
群
議
之
趣
難
一
決
、

可
被
定
下
歟
之
由
奏
之
、
職
事
帰
来
仰
云
、
重
猶
議
定
可
執
申
一
両
号
者
、
其

後
議
定
、文
正
・
康
安
之
間
宜
在
勅
定
之
由
奏
之
、職
事
帰
出
仰
云
、依
天
変
・

地
震
・
疾
病
、
改
延
文
六
年
為
康
安
元
年
、
依
正
元
々
年
例
詔
書
令
作
ヨ
、（
後

略
）

康
安
改
元
の
陣
儀
に
お
い
て
年
号
の
候
補
が
、
寛
安
・
承
慶
・
文
安
・
慶
長
・
文

正
・
康
正
と
多
数
提
案
さ
れ
、
群
議
に
お
い
て
年
号
を
決
定
で
き
な
い
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
上
卿
で
あ
っ
た
近
衛
道
嗣
は
、
決
定
を
後
光
厳
に
委
ね
よ
う
と
す

る
。
後
光
厳
は
、
最
初
の
奏
聞
に
は
年
号
の
候
補
を
絞
る
よ
う
に
返
答
し
、
文
正
・

康
安
の
二
つ
が
提
案
さ
れ
る
と
康
安
に
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
合
議
で
決
め
が

た
け
れ
ば
、
治
天
の
決
定
に
委
ね
、
治
天
は
決
定
に
際
し
て
、
合
議
に
よ
る
提
案
を

要
請
す
る
。
治
天
の
意
向
と
、「
群
議
」
に
よ
る
一
種
の
緊
張
関
係
が
存
在
し
た
状
況

を
背
景
と
す
る
な
ら
ば
、「
時
議
」
と
い
う
表
記
に
、
そ
の
時
の
議
論
で
の
合
意
と
、

治
天
の
意
向
の
双
方
を
含
ん
だ
意
味
合
い
を
持
つ
と
想
定
し
て
も
大
過
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。第

二
節　
『
後
愚
昧
記
』
と
『
教
言
卿
記
』
の
「
時
宜
」

１　
『
後
愚
昧
記
』
の
「
武
家
時
宜
」

『
後
愚
昧
記
』
で
は
一
一
か
所
で
「
時
宜
」
が
用
い
ら
れ
れ
て
い
る
。「
時
儀
」
は

一
か
所
、永
徳
元
（
一
三
八
一
）
年
八
月
一
五
日
条
に
「
云
当
時
儀
云
先
規
」
と
あ
り
、

「
そ
の
時
の
儀
式
」
と
し
て
の
用
例
と
い
え
る
。「
時
議
」
に
つ
い
て
も
応
安
四

（
一
三
七
一
）
年
一
〇
月
三
日
条
で
延
慶
法
「
雑
訴
条
々
」
を
写
し
た
部
分
の
み
で
、

意
図
的
に
「
時
宜
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
時
宜
」
の
用
例
を
一
覧
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

『
後
愚
昧
記
』
に
お
け
る
「
武
家
時
宜
」
の
初
見
は
、応
安
元
（
一
三
六
八
）
年
一
〇

月
九
日
条
で
あ
る
。

　
　

  

又
自
南
曹
被
仰
云
、
維
摩
会
探
題
事
、
先
日
長
懐
《
禅
光
院
僧
都
》・
経
弁
律
師

《
東
大
寺
》、被
宣
下
了
之
處
、為
武
家
時
宜
、改
長
懐
僧
都
可
為
隆
円
僧
都
《
慈

恩
院
》
旨
、
同
光
済
僧
正
奏
聞
之
間
、
去
七
日
所
被
下　

長
者
宣
、
未
院
官
下

向
者
、
先
可
返
進
云
々
、

こ
れ
は
足
利
義
満
に
将
軍
宣
下
が
行
わ
れ
る
以
前
、
義
満
が
実
年
齢
で
一
〇
歳
と
い

う
状
況
に
お
け
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
義
満
の
意
向
と
し
て
、「
武
家
時
宜
」

と
い
う
表
記
が
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
細
川
頼
之
を
中
心
と
し
た
幕
府
の
意
向
と

解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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義
満
将
軍
宣
下
以
降
も
、
応
安
七
（
一
三
七
四
）
年
一
二
月
二
一
日
条
で
、

　
　

  

政
所
執
事
代
松
田
左
衛
門
尉
貞
秀
示
行
算
云
、
相
構
大
礼
可
有
大
出
仕
也
、
不

然
者
管
領
所
存
可
為
不
快
云
々
、
日
頃
支
度
、
官
司　

行
幸
供
奉
、
大
略
不
可

事
行
歟
、
然
者
明
春
万
機
旬
可
出
仕
之
支
度
也
、
然
而
武
家
時
宜
難
黙
止
之
間
、

自
今
日
可
供
奉　

行
幸
之
由
、
偏
所
致
出
立
也
、

と
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
政
治
体
制
を
反
映
し
て
、
管
領
の
意
向
を
指
し
て
「
武
家

時
宜
」
と
解
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。
同
月
十
七
日
条
の
「
武
家
之
時
宜
」
も
同
じ
く

管
領
な
い
し
、
管
領
を
中
心
と
し
た
幕
府
の
意
向
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
、
永
徳
元
年
記
紙
背
文
書
と
し
て
収
め
ら
れ
た
三
条
実
継
書
状
で
は
、
二

条
為
遠
が
足
利
義
満
の「
違
時
宜
」と
い
う
事
例
が
見
ら
れ
る
。
永
徳
三（
一
三
八
三
）

年
正
月
十
六
日
に
な
る
と
「
大
臣
内
弁
大
臣
続
之
事
、
近
代
無
之
歟
、
然
而
依左

槐時
宜

憖
続
行
之
歟
」
と
あ
り
、
ま
た
同
日
条
に
は
「
仲（

廣
橋
）光

卿
去
年
十
二
月
軽
服
出
来
、
三

節
会
共
以
不
可
出
仕
之
支
度
也
、
而
左
府
時
宜
以
外
不
快
之
間
、
俄
出
頭
云
々
」
と

も
記
さ
れ
、
義
満
の
恣
意
に
近
い
よ
う
な
「
意
向
」
の
事
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。武

家
の
意
向
や
機
嫌
を
示
す
「
武
家
時
宜
」
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、「
禁
裏
時

宜
」
と
い
う
用
法
も
み
ら
れ37
、
そ
れ
以
外
の
事
例
も
後
光
厳
・
後
円
融
の
意
向
を
示

し
て
い
る38
。

『
後
愚
昧
記
』
の
「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
解
す
べ
き
「
時
宜
」
の
用
例
は
、治

天
を
指
す
も
の
か
ら
武
家
、
将
軍
を
指
す
も
の
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
そ
し
て
、「
時
宜
」
の
用
例
自
体
に
即
せ
ば
、
幕
府
組
織
の
意
向
と
解
す
こ
と
可

能
な
用
例
も
あ
る
が
、
特
定
の
個
人
の
意
向
・
機
嫌
な
ど
を
指
す
用
例
に
限
定
さ
れ

【
表
7
】　
『
後
愚
昧
記
』「
時
宜
」

西
暦

和
暦

時
宜
の
所
在
内
容

表
記

一
三
六
一
年
康
安
元
年
三
月
一
七
日

後
光
厳

禁
裏
舞
楽
参
に
際
し
申
請
せ
ず
に
直
衣
参
内
を
行
っ
た
中
院
通
冬
に
対
し

時
宜
不
審

「
時
宜
も
及
御
不
審
云
々
」

一
三
六
八
年
応
安
元
年
一
〇
月
九
日

幕
府

興
福
寺
維
摩
会
探
題
を
改
め
る

「
為
武
家
時
宜
」

一
三
七
〇
年
応
安
三
年
六
月
二
八
日

後
光
厳

三
善
直
衡
の
出
仕
に
つ
い
て

「
内
々
伺
時
宜
了
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
一
二
月
二
一
日
幕
府
）

幕
府
（
細
川
頼
之
）
が
三
条
実
冬
に
朝
儀
へ
の
出
仕
を
要
請

「
武
家
時
宜
」

一
三
七
四
年
応
安
七
年
一
二
月
二
七
日
幕
府

幕
府
（
細
川
頼
之
）
の
三
条
実
冬
出
仕
要
請
に
つ
い
て

「
武
家
之
時
宜
難
儀
之
間
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
正
月
五
日

後
円
融

二
条
良
基
が
後
円
融
の
機
嫌
を
損
ね
た
の
で
年
爵
申
請
を
行
わ
ず

「
禁
裏
時
宜
不
快
之
間
」

一
三
八
一
年
（
永
徳
元
年
八
月
三
日
）

足
利
義
満

二
条
為
遠
が
足
利
義
満
の
時
宜
に
違
う

「
自
任
大
臣
之
日
、
違
時
宜
云
々
」

一
三
八
一
年
永
徳
元
年
一
一
月
一
七
日
後
円
融

京
都
地
本
主
返
付
を
三
条
公
忠
に
要
請
。「
辞
退
」
し
な
け
れ
ば
「
時
宜
不
快
」「
於
不
辞
退
者
、
於
上
﨟
も
可
違
時
宜
」

一
三
八
三
年
永
徳
三
年
正
月
一
六
日

足
利
義
満

踏
歌
節
会
の
退
出
に
つ
い
て
、
義
満
の
意
向
に
そ
っ
て
行
わ
れ
る

「
而
左
府
時
宜
以
外
不
快
之
間
」

一
三
八
三
年
永
徳
三
年
正
月
二
九
日

足
利
義
満

後
光
厳
院
忌
日
の
供
養
に
、
義
満
の
意
向
を
憚
っ
て
公
卿
・
殿
上
人
が
参
会
せ
ず
「
人
々
恐
武
家
時
宜
、
不
出
仕
之
故
歟
」

一
三
八
三
年
永
徳
三
年
三
月
一
日

後
円
融

後
円
融
は
按
察
局
（
橘
知
繁
娘
）
と
義
満
と
の
密
通
を
疑
い
時
宜
不
快

「
仍
此
間
時
宜
不
快
此
事
也
之
由
」
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て
い
て
、「
合
議
」「
群
議
」
や
「
勅
問
」
に
関
連
す
る
事
例
が
全
く
存
在
し
て
い
な

い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

２　
『
教
言
卿
記
』
の
足
利
義
満
の
「
時
宜
」

『
教
言
卿
記
』
で
は
応
永
一
二
（
一
四
〇
五
）
年
五
月
か
ら
応
永
一
七
（
一
四
一
〇
）

年
三
月
ま
で
の
記
事
が
残
存
し
「
時
宜
」
の
用
例
が
五
例
確
認
で
き
る
。

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
正
月
五
日
条
で
は
、山
科
教
言
が
北
山
第
に
参
賀
し
た

際
に
、
義
満
に
対
し
「
千
歳
万
年
御
寿
命
、
玉
躰
長
遠
、
只
毎
事
可
為
時
宜
之
由
申

入
了
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
時
宜
」
は
、
義
満
に
対
す
る
挨
拶
で
あ
る
か
ら
、
義

満
の
意
向
に
沿
っ
た
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
応
永
一
四
（
一
四
〇
七
）
年
八
月
一
八
日
条
「
次
宋
人
参
路（

洛
）只

毎
事
任
被
時
宜
之
条

目
出
〻
〻
、」
は
、こ
の
月
の
明
使
参
洛
が
義
満
の
意
向
に
添
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
二
月
一
九
日
条
で
は
、

　
　

  

今
日
若
君
御
所
作
予
聴
聞
仕
、
言
語
道
断
、
殊
勝
〻
〻
、
御
残
楽
中
（
繰
り
返

し
）
非
言
詞
所
覃
、
奇
特
之
由
北
山
殿
御
対
面
之
間
令
言
上
キ
、
余
寒
以
外
之

処
、
参
申
之
条
時
宜
快
然
、
畏
入
〃
〃
、
即
退
出
了
、

と
あ
り
、
山
科
教
言
が
、
足
利
義
嗣
の
習
楽
を
聴
聞
し
た
こ
と
は
、
足
利
義
満
の
意

向
に
添
っ
た
行
動
で
、
義
満
の
機
嫌
が
良
か
っ
た
と
解
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。

以
上
の
三
例
は
、
こ
の
時
期
の
「
時
宜
」
が
義
満
の
意
向
と
深
い
関
連
を
持
っ
て

用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
足
利
義
満
は
応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
五
月
六

日
に
没
す
る
が
、
そ
の
後
の
記
述
が
、『
教
言
卿
記
』
か
ら
楽
に
関
す
る
部
分
を
大
沢

久
守
が
抄
出
し
た
『
応
永
年
中
楽
方
記
』
に
あ
る
。

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
八
月
二
四
日
条
の
「
参
会
人
公（

正
親
町
三
条
）

雅
宰
相
・
宗（

松
木
）量

朝
臣
、

凡
時
宜
即
之
、
教
豊
被
召
出
、
御
前
一
献
之
式
悦
然
〻
〻
」
は
、「
禁
裏
楽
」
に
関
す

る
記
事
で
、
後
小
松
の
「
意
向
」
か
、「
状
況
に
合
っ
た
」
の
意
味
か
判
別
が
つ
き
難

い
。同

月
二
九
日
条
で
は
、

　
　

  

一
、
禁（

後
小
松
）裏両

只
拍
子
御
伝
授
、
定
秋
申
入
也
、
目
出
〻
〻
、
次
賀
殿
百
拍
子
同

御
伝
授
哉
、
同
時
御
沙
汰
可
為
何
様
哉
之
由
、
内
々
有
御
尋
、
両
只
拍
子
ハ
同

時
私
様
モ
伝
授
勿
論
事
候
、
三
同
御
沙
汰
事
定
秋
申
入
之
上
者
、
何
有
子
細
候

哉
、
可
為
時
宜
候
旨
、
申
入
御
返
事
キ
、
且
百
拍
子
ハ
強
非
奥
書
歟
、
秘
説
勿

論
歟
、

と
あ
る
。「
内
々
有
御
尋
」
は
後
小
松
の
諮
問
と
考
え
ら
れ
る
が
、そ
の
返
答
文
言
と

考
え
ら
れ
る
、「
時
宜
」
は
「
そ
の
時
の
状
況
に
合
っ
た
」
と
解
す
べ
き
事
例
で
あ
ろ

う
。そ

の
一
方
、『
教
言
卿
記
』
で
は
、「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
し
て
は
「
上
意
」

の
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
正
月
二
八
日
条
に
、

　
　

  

一
、
頭
中
将
宗（

松
木
）量

朝
臣
立
寄
申
之
、
散
花
ハ
、
調
声
ハ
倉
部
、
禁
裏
御
前
ト
北

山
殿
ト
ハ
両
貫
首
ニ
テ
云
々
、
示
告
、
不
可
異
儀
、
但
上
意
ニ
テ
可
有
者
也
、

続
く
二
九
日
条
で
、

　
　

  

散
花
事
両
貫
首
一
人
ハ
御
前
、
一
人
は
北
山
殿
御
前
ニ
テ
有
ヘ
キ
ヨ
シ
、
両
頭

人
定
之
、
仏
前
ニ
教
興
可
置
之
由
申
之
、（
中
略
）
伺
申
之
処
、
為
上
意
両
頭
無

益
、
只
我
前
ハ
教
興
可
懃
仕
之
由
有
仰
、
眉面

目
之
至
忝
畏
入
者
也
、
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と
あ
り
。
法
華
懺
法
行
が
禁
裏
で
行
わ
れ
た
際
、
足
利
義
満
の
前
に
誰
が
散
花
を
置

く
の
か
が
問
題
と
な
り
、
義
満
の
意
向
で
は
山
科
教
興
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
義
満

の
意
向
が
「
上
意
」
と
と
い
う
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
の
箇
所
で
も
足
利
義
満
の
意
向
は
「
上
意
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、「
時

議
」
や
「
群
議
」
等
の
「
議
」
を
含
む
語
で
意
向
の
決
定
を
示
す
事
例
は
見
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、『
教
言
卿
記
』
に
お
け
る
「
時
宜
」
は
、
権
力
者
個
人
の
意
向
と

密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
か
ら
、
佐
藤
氏
の
論
考
で
指
摘
さ
れ
た
一
四
世
紀
の
変
化
、「
時
議
」

の
用
例
が
減
少
し
「
時
宜
」
の
用
例
が
増
加
し
て
い
く
と
い
う
過
程
は
次
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
と
考
え
た
い
。

「
時
議
」
か
ら
「
時
宜
」
へ
の
変
化
は
、そ
の
時
の
「
合
議
」
や
「
群
議
」
に
、「
治

天
の
意
向
」
も
含
め
た
「
そ
の
時
点
の
合
意
」
と
い
う
意
味
か
ら
、「
時
の
権
力
者
個

人
の
意
向
」
へ
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に

は
、
室
町
殿
義
満
の
登
場
に
よ
り
、
院
評
定
制
な
ど
、
公
家
衆
達
の
「
合
議
」・「
群

議
」
が
時
の
政
権
の
意
志
決
定
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
を
薄
め
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
上
で
、
冒
頭
に
引
用
し
た
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の

「
時
宜
」の
解
釈
に
再
度
立
ち
返
っ
て
お
き
た
い
。
限
定
さ
れ
た
史
料
か
ら
の
結
論
と

し
の
限
界
は
当
然
あ
る
と
し
て
、
本
稿
の
検
討
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
理

解
し
て
お
き
た
い
。

南
北
朝
期
の
「
時
議
」
の
用
例
に
は
「
議
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
る
点
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、「
時
の
は
か
り
」
の
上
で
決
定
し
た
意
向
と
い
う
含
意
が
あ
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
南
北
朝
期
を
通
じ
て
、「
そ
の
時
の
状
況
に
合
っ
た
」
と
い

う
意
味
と
「
時
の
権
力
者
の
意
向
」
と
い
う
意
味
を
兼
ね
備
え
た
語
と
し
て
の
「
時

議
」
の
用
例
が
減
り
、「
時
宜
」
が
増
え
て
い
く
。
そ
の
た
め
元
来
、「
時
議
」
の
語

に
含
意
さ
れ
て
い
た
「
そ
の
時
の
議
に
よ
る
意
思
決
定
」
も
「
時
宜
」
の
語
で
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、「
両
陣
時
宜
為
申
定
之
故
云
々
」
の
部
分
は
国
人

と
土
民
が
集
ま
っ
た
理
由
を
述
べ
て
お
り
、
畠
山
両
軍
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
の

か
群
議
の
上
で
意
思
決
定
を
行
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、「
時
宜
」
の
語
が
「
時
議
」
の
意
味
合
い
を
も
吸
収
し
、「
時
の
権
力
者

の
意
向
」「
そ
の
時
の
合
議
で
の
決
定
」、
そ
し
て
「
そ
の
時
の
状
況
へ
の
適
合
」
の

意
味
を
併
せ
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、「
合
議
」
で
も
「
専
制
」
で
も
そ
の
「
時
」
の
状
況

に
合
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
宜
」
し
い
も
の
と
し
て
、 「
合
議
」
と
「
専
制39
」
を
対

抗
す
る
概
念
で
は
な
く　

併
存
し
う
る
概
念
と
し
て
考
え
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「

両
陣
時
宜
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
と
同
時
代
の
史
料
を

渉
猟
し
た
上
で
の
結
論
で
は
な
い
の
で
仮
説
の
域
は
出
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈

が
南
北
朝
以
降
の
史
料
を
通
じ
た
検
討
に
耐
え
う
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も

こ
の
稿
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
後
考
を

期
し
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

注①　

斉
木
一
馬「
記
録
語
と
国
語
辞
書
」（『
国
学
院
雑
誌
』第
八
〇
巻
一
一
号
、一
九
七
九

年
）。

②　

佐
藤
進
一
「
時
宜
」（
網
野
善
彦
他
編
『
こ
と
ば
の
文
化
史
』
中
世
1
、
平
凡
社
、

一
九
八
八
年
）。

③　
『
師
守
記
』
は
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
の
史
料
纂
集
を
用
い
た
。
文
字
の
判
断
は
、

国
会
図
書
館
蔵
の
原
本
を
翻
刻
し
た
と
す
る
同
本
の
判
断
を
、さ
し
あ
た
り
尊
重
す
る

も
の
と
し
て
論
考
を
進
め
た
。「
時
宜
」
と
「
時
議
」
の
異
動
は
原
則
、
翻
刻
レ
ベ
ル

で
は
発
生
し
難
い
が
、「
時
議
」
と
「
時
儀
」
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
者
の
判
断
に
左
右
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さ
れ
る
と
と
も
に
、中
原
師
守
の
書
き
分
け
が
ど
の
程
度
ま
で
明
確
に
行
わ
れ
た
い
た

か
俄
に
は
断
定
で
き
な
い
。
現
時
点
で
は
、文
字
そ
の
も
の
の
判
断
は
と
り
あ
え
ず
後

回
し
と
し
て
、
多
く
の
用
例
か
ら
使
い
方
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
再
度
、
文
字
の
使
用

の
仕
方
の
判
断
に
立
ち
戻
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

④　
『
師
守
記
』
貞
和
五
年
六
月
二
十
八
日
条
。

⑤　
『
愚
管
記
』
永
和
元
年
一
一
月
六
日
条
に
は
、
由
奉
幣
発
遣
の
有
無
が
近
衛
道
嗣
に

諮
問
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
そ
の
返
答
の
文
末
文
言
で
は
「
時
儀
」
と
な
っ
て
い

る
。

⑥　
『
師
守
記
』
貞
和
五
年
閏
六
月
二
二
日
条
。

⑦　
『
師
守
記
』
貞
和
五
年
一
二
月
一
四
日
条
。

⑧　

紙
背
の
兼
綱
か
ら
の
書
状
で
も
「
時
儀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑨　
『
師
守
記
』
康
永
四
年
六
月
一
八
日
条
。

⑩　
『
師
守
記
』
康
永
四
年
六
月
一
九
日
条
。

⑪　
『
園
太
暦
』
康
永
四
年
二
月
六
日
条
。

⑫　
『
園
太
暦
』
康
永
四
年
四
月
一
六
日
条
。

⑬　

中
原
師
言
の
「
濫
望
」
関
連
記
事
は
、『
師
守
記
』
康
永
四
年
三
月
五
日
・
六
日
・

一
二
日
・
一
六
日
・
一
七
日
・
二
七
日
、
四
月
八
日
・
一
一
日
・
一
五
日
・
一
七
日
、

五
月
三
日
、
六
月
一
八
日
条
参
照
。

⑭　
『
師
守
記
』
康
永
四
年
三
月
一
六
日
条
。

⑮　
『
師
守
記
』
暦
応
三
年
四
月
一
一
日
条
。

⑯　
『
師
守
記
』
康
永
四
年
三
月
一
六
日
条
。

⑰　
『
師
守
記
』
貞
治
六
年
八
月
一
九
日
条
。

⑱　
『
太
平
記
』
巻
四
〇
、「
最
勝
講
之
時
闘
諍
事
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書

店
）。

⑲　

史
料
中
に
「
五
ヶ
所
」
と
し
か
記
し
て
お
ら
ず
地
域
を
特
定
し
え
な
い
。
或
い
は
他

の
地
域
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
志
摩
国
五
ヶ
所
と
し
て
お
く
。

⑳　

記
録
所
注
進
状
お
よ
び
、当
該
期
の
北
朝
政
治
に
つ
い
て
は
森
茂
暁
『
南
北
朝
期
公

武
関
係
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、一
九
八
〇
年
。
一
九
〇
頁
か
ら
二
四
八
頁
）
参
照
。

㉑　

二
条
良
基
の
『
貞
治
六
年
中
殿
御
会
部
類
記
』
で
は
、広
橋
仲
光
が
中
殿
御
会
の
題

を
配
る
等
の
関
与
を
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
群
書
類
従
』
一
六　

和
歌

部
）。

㉒　
『
師
守
記
』
史
料
纂
集
に
よ
る
と
「
裏
書
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

㉓　
『
師
守
記
』
康
永
元
年
六
月
九
日
条
。

㉔　
『
古
事
類
苑
』
帝
王
部
三
神
器
「
大
刀
契
」
の
項
目
参
照
。

㉕　
『
園
太
暦
』
文
和
四
年
十
二
月
三
日
条
。

㉖　
「
光
明
院
宸
記
」
康
永
元
年
九
月
二
五
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
七
冊
）。

㉗　

陽
明
叢
書
の
写
真
版
『
後
深
心
院
関
白
記
』
と
大
日
本
古
記
録
で
翻
刻
さ
れ
た
『
後

深
心
院
関
白
記
』
を
主
に
利
用
し
、
併
せ
て
史
料
大
成
の
『
愚
管
記
』
を
参
照
し
た
。

陽
明
叢
書
版
の
今
枝
愛
真
氏
の
解
説
に
お
い
て
、本
人
が
『
愚
管
記
』
と
呼
ん
で
い
た

可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
近
衛
道
嗣
の
日
記
は
、さ
し
あ
た
り
『
愚
管

記
』
に
表
記
を
統
一
す
る
。『
愚
管
記
』
で
は
自
筆
原
本
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
に
近

衛
道
嗣
自
身
が
「
時
宜
」「
時
議
」「
時
儀
」
を
書
き
分
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
同
時
に
、
原
本
と
写
本
と
の
相
違
（
史
料
大
成
版
）、
翻
刻
に
お
け
る
執
筆
者
と

の
解
釈
の
相
違
（
大
日
本
古
記
録
版
）
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。
別
稿
の
『
園
太
暦
』

の
分
析
で
は
、
原
本
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
た
め
、
日
記
記
主
の
表
記
の
ゆ
れ
、
筆

写
段
階
で
の
異
同
、
翻
刻
段
階
で
の
異
同
の
判
別
が
付
か
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
確

認
で
き
る
表
記
を
そ
の
ま
ま
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。

㉘　

当
該
期
の
勅
問
に
つ
い
て
は
森
茂
暁
『
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』（
文
献
出

版
、
一
九
八
四
年
）
で
言
及
さ
れ
て
お
り
基
本
的
な
理
解
は
氏
の
論
に
よ
っ
て
い
る
。

近
世
の
主
に
官
位
叙
任
に
関
わ
り
、
政
務
機
構
の
一
段
階
と
し
て
整
備
さ
れ
た
勅
問

（
田
靡
久
美
子「
近
世
勅
問
衆
と
朝
廷
政
務
機
構
に
つ
い
て
」『
古
文
書
研
究
』第
五
十
六

号
、
二
〇
〇
二
年
）
と
は
異
な
り
、
こ
の
時
期
の
勅
問
は
実
際
の
政
治
決
定
に
関
与
す

る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

㉙　

佐
藤
進
一
は
『
愚
管
記
』
の
勅
問
に
関
す
る
返
答
部
分
の
「
時
宜
」「
時
議
」
に
つ

い
て
も
、
定
型
文
言
で
あ
る
と
し
て
、
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

意
識
し
て
特
徴
的
な
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
の
な
い
、定
型
文
言
に
潜
在
的
な
意
識
が

読
み
取
れ
る
も
の
と
し
て
考
察
対
象
と
し
た
い
。

㉚　

逆
に
、
勅
問
に
対
す
る
応
答
で
は
な
い
用
例
は
七
件
で
、「
時
議
」
が
三
件
、「
時

宜
」
が
四
件
あ
る
。「
時
宜
」
の
四
件
は
い
ず
れ
も
、
治
天
の
後
光
厳
の
意
向
に
背
い

た
こ
と
で
不
興
を
買
う
こ
と
を
意
味
す
る
事
例
で
あ
る
（『
愚
管
記
』
康
安
五
年
六
月

五
日
条
、
同
応
安
七
年
二
月
十
一
日
条
に
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
）。「
時
議
」
の
三
件
は
、

意
向
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
二
件
（
同
応
安
元
年
三
月
六
日
条
、同
応
安
六
年
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七
月
二
十
三
日
条
）、
不
興
を
買
っ
た
こ
と
意
味
す
る
事
例
が
一
件
（
同
康
暦
元
年
五

月
十
三
日
条
）。

㉛　

次
の
四
件
は
、近
衛
道
嗣
が
内
容
的
に
勅
問
で
示
さ
れ
た
内
容
そ
の
ま
ま
で
問
題
な

し
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

西
暦

和
暦

内
容

表
記

一
三
七
六
年
永
和
二
年
六
月
四
日

吉
祥
院
天
神
水
害
に

つ
い
て

「
何
事
有
之
哉
」

一
三
七
六
年
永
和
二
年
六
月
一
八
日
春
日
社
領
大
嘗
会
米

免
除
に
つ
い
て

「
不
可
有
預
議
歟
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
三
月
五
日

大
嘗
会
大
奉
幣
米
に

つ
い
て

「
不
申
異
議
」

一
三
七
七
年
永
和
三
年
八
月
二
七
日
四
天
王
寺
領
役
夫
工

米
免
除
に
つ
い
て

「
不
可
有
巨
難
乎
」

32　
『
愚
管
記
』
応
安
七
年
一
二
月
一
九
日
条
。

33　
『
愚
管
記
』
応
安
八
年
正
月
一
二
日
条
。

34　
『
愚
管
記
』
貞
治
七
年
二
月
十
七
日
条
。

35　
『
愚
管
記
』
貞
治
七
年
二
月
十
八
日
条
。

36　

森
前
掲
書
。

37　
『
後
愚
昧
記
』
永
和
三
年
正
月
五
日
条
。

38　
『
後
愚
昧
記
』
康
安
元
年
三
月
一
七
日
条
。
同
永
徳
元
年
一
一
月
一
七
日
条
。
同
永

徳
三
年
三
月
一
日
条
。

39　

佐
藤
進
一
『
日
本
中
世
史
論
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。

（
甲
南
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）


